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写真は豊岡幼稚園の入学式での様子

特集 平成24年度当初予算



平成24年度 当 初 予 算
一般会計　94 億 6,600 万円（前年比 6.2％増）

　平成24年度日出町一般会計当初予算の総額は94億6,600万円で、前年度と比較し、５億5,600万円6.2％

増となりました。３年連続の増額予算で、日出町では史上２番目の大型予算となりました。

　新年度予算編成にあたっては、町の将来像である『人と自然が調和したふれあいと活力あるまち』の実現

に向け、豊岡小学校校舎増改築事業や日出中学校校舎耐震補強事業の大型事業に加え、防災行政無線整備事

業など、教育や防災対策に重点をおいた積極的な予算編成としました。

歳　出

人件費　（構成割合 21.7%,
 　　　　対前年度比 2.3% 増）

20 億 5,546 万円

扶助費（19.0%,2.1% 増）

18 億 33 万円

公債費（10.5%,2.3% 減）
9 億 9,366 万円

投資的経費（14.6%,34.6% 増）
13 億 8,204 万円

物件費（10.0%,4.1% 増）
9 億 4,562 万円

補助費（14.4%,3.3% 増）
13 億 5,966 万円

繰出金等（9.8%,6.9% 増）
9 億 2,922 万円

歳　入

町税（構成割合 29.2%,
　　　対前年度比 1.8% 増）

27 億 5,808 万円 　　
うち  町民税 12 億 7,540 万円

固定資産税　　　　　 　
12 億 1,748 万円

軽自動車税　 6,220 万円
たばこ税 1 億 8,000 万円

地方交付税（24.0%,0.4% 増）

22 億 7,000 万円

国・県支出金（19.1%,0.3% 減）

18 億 764 万円

町債（12.2%,16.7% 増）

11 億 5,000 万円

その他（15.5%,29.4% 増）

14 億 8,028 万円

■歳入用語説明
○地方交付税

　 市町村間の財政格差を

なくすために国から交

付されるもの

○町債

　町の借金

歳出用語説明■
○扶助費

　 町民が最低限の生活

維持を図る目的で支

出されるもの

○投資的経費

　 道路、公園、学校な

ど社会資本整備に要

するもの

○公債費

　 借金の元利償還金返

済に充てるもの

会計名 平成２４年度 平成２３年度 増減率（％）
国民健康保険 ３１億４, ０４３万円 ２９億５, ５８７万円 6.2
簡易水道 １, １４３万円 １, ０５６万円 8.2
公共下水道事業 ９億８, ９７０万円 ８億６, １４５万円 14.9
老人保健 － １万円 －
漁業集落排水事業 ３, ５１２万円 ３, ７６１万円 ▲ 6.6
農業集落排水事業 ３, ９７６万円 ４, ０９４万円 ▲ 2.9
介護保険（保険事業勘定） ２３億４, ４９９万円 ２１億７, ５８６万円 7.8
介護保険（サービス勘定） １, ８４８万円 ２, １０８万円 ▲ 12.3
後期高齢者医療 ２億７, ９７２万円 ２億５, ３０７万円 10.5
企業会計（水道事業） ５億６, ８００万円 ５億５, ９７０万円 1.5

特別会計及び企業会計の当初予算
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歳
　
入
　

　

町
税
に
つ
い
て
は
、
27
億
５
，

８
０
８
万
円
、
前
年
比
１
．
８
％
増
と

な
っ
て
い
ま
す
。
町
税
は
、
福
祉
や
教

育
、
消
防
、
ご
み
処
理
と
い
っ
た
様
々

な
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
う
え
で

の
貴
重
な
財
源
で
す
。
公
平
か
つ
公
正

な
町
税
の
賦
課
徴
収
に
向
け
て
努
力

し
、
税
収
確
保
を
図
り
ま
す
。

　

町
税
と
と
も
に
、
歳
入
の
柱
と
な
る

地
方
交
付
税
に
つ
い
て
は
、
22
億
７
，

０
０
０
万
円
、
前
年
比
０
．
４
％
増
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

町
債
は
、
歳
出
に
お
け
る
普
通

建
設
事
業
費
の
増
加
に
と
も
な
い
、

11
億
５
，
０
０
０
万
円
、
前
年
比
16
．

７
％
増
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
歳

出
に
対
す
る
財
源
不
足
を
補
て
ん
す

る
た
め
、
財
政
調
整
基
金
３
億
５
，

８
６
８
万
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

歳
　
出

　

歳
出
予
算
を
目
的
別
に
み
る
と
、
福

祉
、
年
金
、
医
療
な
ど
の
民
生
費
が

29
億
６
，
８
１
２
万
円
、
前
年
比
３
．

７
％
増
と
な
り
、全
体
の
構
成
比
で
も
、

31
．
４
％
と
最
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

前
年
比
で
、
最
も
大
き
な
伸
び
を

示
し
た
の
は
、
教
育
費
で
14
億
３
，

０
７
０
万
円
、
前
年
比
22
．
２
％
増
と

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
豊
岡
小
学

校
校
舎
増
改
築
事
業
、
日
出
中
学
校
校

舎
耐
震
補
強
事
業
の
大
型
事
業
に
加

え
、
小
中
学
校
の
備
品
整
備
な
ど
に
多

く
の
支
出
を
要
す
る
た
め
で
す
。
ま

た
、
防
災
・
消
防
機
能
の
充
実
強
化
の

た
め
、
消
防
費
が
５
億
２
，
０
６
３
万

円
、
前
年
比
15
．
８
％
増
、
中
心
市
街

地
整
備
や
道
路
整
備
な
ど
の
土
木
費
が

10
億
４
，
１
１
７
万
円
、
前
年
比
11
．

９
％
増
と
大
き
な
伸
び
を
示
し
て
い
ま

す
。

今
後
の
行
財
政
運
営

　

本
町
は
、
合
併
せ
ず
に
単
独
で
の
道

を
選
択
し
て
以
降
、
日
出
町
行
財
政
改

革
プ
ラ
ン
に
基
づ
く
、
財
政
運
営
を
推

進
し
た
結
果
、
三
位
一
体
の
改
革
（
交

付
税
改
革
、
補
助
金
の
縮
減
、
税
制
改

革
）
や
長
引
く
景
気
低
迷
な
ど
の
厳
し

い
財
政
環
境
の
変
化
を
乗
り
越
え
て
く

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
住
民
ニ
ー
ズ
、
行
政
需
要

も
さ
ら
に
多
様
化
し
て
い
く
こ
と
が
予

測
さ
れ
ま
す
。
町
税
収
入
や
地
方
交
付

税
が
伸
び
悩
む
等
の
厳
し
い
財
政
状
況

の
な
か
で
、
安
定
感
の
あ
る
行
財
政
運

営
や
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
可
能
と

す
る
た
め
に
も
不
断
の
行
財
政
改
革
の

取
り
組
み
や
計
画
性
の
あ
る
行
財
政
運

営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

町民一人あたりに使われるお金（３３万１１３円）
 議会費（議会運営） ５，２３３円

 総務費（総務、税、住民基本台帳、選挙など） ３８，８２６円

 民生費（福祉、年金、医療など） １０３，５０９円

 衛生費（保健衛生、環境衛生、ごみ処理など） ２６，９５０円

 農林水産業費（農業、林業、水産業など） １２，４４２円

 商工費（商工業、観光など） ２，９６９円

 土木費（道路、橋、都市計画、公共下水道など） ３６，３０９円

 消防費（消防業務、消防施設整備など） １８，１５６円

 教育費（小中学校、社会教育、学校教育など） ４９，８９４円

 公債費（国や銀行などから借り入れたお金の返済金） ３４，６５３円

 その他（災害復旧費、労働費、諸支出金、予備費） １，１７２円

町民一人あたりが負担するお金（９万７，２７２円）
 町民税（個人分） ３６，８５８円

 固定資産税 ４２，４４１円

 軽自動車税 ２，１６９円

 町たばこ税 ６，２７７円

 その他（分担金、負担金、使用料、手数料） ９，５２７円

一般会計当初予算総額

94億6,600万円

＊ 一人あたりの数値は、

平成24年1月1日現在の

人口28,675人で割った

ものです。
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平成２４年度主要事業

「生まれてよかった、住んでよかった」と思われる町をめざして

＊（新）は平成２４年度新規事業

１．「人」が輝く
 すべての人が健康でいきいきと輝くまちづくり

 ●地域福祉計画策定事業（新） ………………… ３４７万円

 ●生きがいづくり活動拠点整備事業 …………… １５０万円

 ●障がい者自立支援給付事業 …………… ３億７，３８０万円

 ●子宮頸がん等予防事業 ……………………… ３，００２万円

 ●高齢者予防接種事業 ………………………… １，２６３万円

 ●自殺予防対策強化事業 …………………………… ９９万円

２．「人」を育てる　　
 人を豊かに育むまちづくり

 ●社会福祉施設整備事業（新）

 　（豊岡放課後児童クラブ開設経費） …………… ７００万円

 ●乳児家庭全戸訪問事業 ………………………… ２５４万円

 ●児童虐待防止対策強化事業 ……………………… ７９万円

 ●豊岡小学校校舎増改築事業 ……………… ４億５２４万円

 ●日出中学校校舎耐震補強事業（新） …１億８，９８３万円

 ●中学校部活動活性化推進事業（新） ………… １３１万円

３．「人」を守る　　
 安全・安心に暮らせるまちづくり

 ●防災行政無線整備事業 ………………………３，０８８万円

 ●安心・安全まちづくり事業 …………………１，１０５万円

 ●非常備消防費 …………………………………４，２６０万円

 ●交通安全施設整備事業 ………………………… ４６０万円

４．「自然」と生きる　　
 環境に優しく自然と調和したまちづくり

 ●豊岡小学校太陽光発電導入事業（新） ……２，２５８万円

 ●住宅用太陽光発電システム設置補助事業（新） … ５００万円

 ●合併処理浄化槽設置整備事業 ………………… ６３６万円

 ●公園施設長寿命化計画策定事業（新） ……１，２１０万円

さよならメタボ活動の様子

建設中の豊岡小学校

消防出初式の様子

庁舎屋上の太陽光パネル
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５．「ふれあい」を広げる　　

 住民と協働のまちづくり

 ●日出町出会い応援事業（新） ………………… １１５万円

 ●協働のまちづくり事業 ………………………… １５３万円

 ●地域通貨事業 ……………………………………… ３８万円

 ●小中学校外国語活動推進事業 ………………… ８６０万円

 ●国際交流事業 ……………………………………… ２７万円

６．「活力」を育てる　　
 活気とにぎわいのあるまちづくり

 ●次世代を担う園芸産地整備事業（新） ……１，７５１万円

 ●土地改良施設維持管理適正化事業（新） …１，５０３万円

 ●経営規模拡大チャレンジ支援事業（新） …… ６２５万円

 ●新規就農者支援事業（新） …………………… ２３６万円

 ●有害鳥獣被害防止対策事業 …………………１，６７５万円

 ●沿岸漁業振興特別対策事業（新） …………… ６９０万円

 　（大神漁港船揚場改良補助）

７．「活力」を支える　　
 快適な住環境を実感できるまちづくり

 ●都市再生整備計画事業

 　（暘谷駅周辺中心市街地整備） ………………７，４５５万円

 ●街並み環境整備事業

 　（日出城址周辺歴史的街並み整備） …………５，７３３万円

 ●道路改良費（内野深江港線、陣ノ辻線等の町道新設改良費）

　　　　　　　　　　　　　　　　…………２億９，９７９万円

 ●道路維持費・道路舗装改良費 ………………６，３５５万円

町
政
に
対
す
る
意
見
や
提
言

　

日
出
町
で
は
、
広
く
町
民
の
皆
様
か
ら
意

見
を
お
聞
き
し
、
開
か
れ
た
町
政
を
推
進
す

る
た
め
町
政
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

■
活
動
期
間

　

平
成
24
年
６
月
～
平
成
25
年
３
月

■
活
動
内
容

○
町
政
に
対
す
る
意
見
や
提
言

○
懇
談
会
へ
の
出
席　
　
　
　
　

な
ど

■
対
象

　

日
出
町
在
住
の
18
歳
以
上
の
方
。

※ 

た
だ
し
、
公
務
員
、
国
・
地
方
公
共
団
体

の
議
会
議
員
は
除
き
ま
す
。

■
応
募
方
法

　

 

所
定
の
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う

え
、
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
メ
ー
ル
で
お
申
込

み
下
さ
い
。

■
応
募
先

　

日
出
町
役
場
政
策
推
進
課

　

☎
73-

３
１
１
６　

Ｆ
Ａ
Ｘ
72-

７
２
９
４

　

メ
ー
ル　

in
fo

@
to

w
n
.h

iji.o
ita.jp

■
応
募
締
切　

５
月
25
日
（
金
）

■
謝
礼

　

 

１
年
間
の
活
動
実
績
に
よ
り
謝
礼
（
図
書

カ
ー
ド
）
を
差
し
上
げ
ま
す
。

■
問
合
先

　

政
策
推
進
課　

☎
73-

３
１
１
６

町
政
モ
ニ
タ
ー
募
集
!!

ＡＰＵ学生との交流活動

昨年の産業祭の様子

改修を待つ到道館

5



協賛企業名 商品名 本数 当選番号

別府湾ロイヤルホテル ペア宿泊券 1 084 ― ―

ホテルソラージュ大分・日出 ペア宿泊券 1 051 ― ―

セントレジャー城島高原パーク （入園券＋のりものパス券）ペア 1 055 ― ―

ハーモニーランド サンリオグッズ詰め合わせ 2 103 30 ―

大神ファーム ペアランチ券 1 045 ― ―

エスパ日出 トキハお買物券　3,000 円分 1 117 ― ―

幸喜屋うどん お食事券　1,000 円分 3 100 121 11

小向薬局本店 お買物券　3,000 円分 1 107 ― ―

写真工房いまみや お買物券　3,000 円分 1 095 ― ―

鈴木養鶏場（すずらん食品館） お買物券　1,000 円分 3 110 96 3

炭火焼「丈ちゃん」 お食事券　3,000 円分 1 024 ― ―

デオデオ（有）アトラス お買物券　3,000 円分 1 062 ― ―

トヨダスポーツ お買物券　3,000 円分 1 044 ― ―

中島薬局 お買物券　3,000 円分 1 085 ― ―

パン工房ぼん お買物券　500 円分× 2 枚 3 083 1 092

日出温水プール 入場券 11 枚綴り 1 054 ― ―

日出竹炭工房（炭仙人） お食事券　3,000 円分 1 124 ― ―

日出焼藤原窯 日出焼き　湯呑セット 1 032 ― ―

美容室 Lapis（ラピス） クーポン券　3,000 円分 1 005 ― ―

ブティックハウス WithYou お買物券　3,000 円分 1 065 ― ―

メンズショップスタート お買物券　3,000 円分 1 053 ― ―

寄
付
し
て
い
た
だ
い
た
地
域
通
貨
は

萬
里
図
書
館
へ
図
書
と
し
て
寄
贈
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た

地
域
通
貨
に
こ
に
こ
大
抽
選
会

【城下かれいミニ懐石賞味会】
　5 月 12 日（土）・13 日（日）の両日、
午前 9 時から日出小学校グラウンドにて
食事券（当日分）を販売します。
　◆料金　　　2,500 円
　◆販売数　　1 日 200 食
　◆提供店舗　幸喜屋・能良玄家
　　　　　　　帯刀の庄・膳のえぐち
　◆食事時間　11：00 食事開始
　 食事時間が 12：30 と 14：00 の食事

券は事前予約により販売しました。

ステージ

○ 5 月 12 日（土）
　12:30 ～　ハーモニーランドミニショー
　13:00 ～　お魚当てクイズ・お魚談義
　15:30 ～　河内明美オンステージ

○ 5 月 13 日（日）
　11:00 ～　別府大学書道研究室
　　　　　　 書道パフォーマンス
　14:00 ～　速水映人 ｢Eito 歌舞翔｣ 
　　　　　　 in 城下かれい祭り

イベント

○もちまき（12 日 10:40 ～）日出小学校グラウンド
○かれい稚魚放流（12 日 11:00 ～、13:00 ～）城下海岸
○海上パレード（12 日 10:40 ～）日出漁港
○花火大会（12 日 20:00 ～）※雨天時は翌日開催
○野外茶席（両日 10：00 ～）城下公園・的山荘
○漁師の味ひろば（両日 11：00 ～）日出漁港
○城下町歴史散策（両日とも 4 回開催）二の丸館発着
○農業見学ミニツアー（両日とも 2 回開催）役場前発着
○Ｋトラ市（13 日 8:00 ～）二の丸館駐車場
○別府湾クルージング（12 日 12：00 ～ 13 日 10：00）日出漁港

開催日 ５月 12 日（土）・13 日（日）

場　所 日出小学校グラウンド・日出城址周辺

【問合先】
　城下かれい祭り実行委員会（事務局：日出町商工観光課）
　　☎ 73-3158 ファックス：73-3169
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【
課
長
級
】

▼
会
計
管
理
者
兼
会
計
課
課
長
酒
井
保
彦（
住
民

課
課
長
）▼
総
務
課
参
事
兼
課
長
補
佐
大
塚
一

路（
農
林
水
産
課
課
長
補
佐
兼
耕
地
林
業
水
産

係
長
）▼
契
約
検
査
室
室
長
川
野
敏
治（
都
市
建

設
課
契
約
検
査
室
次
長
）▼
税
務
課
課
長
脇
英
訓

（
財
政
課
課
長
補
佐
）▼
住
民
課
課
長
利
光
隆
男

（
住
民
課
課
長
補
佐
兼
人
権
推
進
係
長
）▼
福
祉

対
策
課
課
長
兼
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
所
長
原
田

秀
正（
福
祉
対
策
課
課
長
補
佐
兼
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
次
長
）▼
生
活
環
境
課
課
長
佐
藤
寛
爾（
生

活
環
境
課
課
長
補
佐
）▼
商
工
観
光
課
課
長
河
野

晋
一（
総
務
課
課
長
補
佐
）▼
農
林
水
産
課
参
事

藤
本
孝
博（
農
林
水
産
課
主
幹
）▼
上
下
水
道
課

課
長
兼
浄
化
セ
ン
タ
ー
所
長
村
岡
政
廣（
都
市
建

設
課
課
長
補
佐
）▼
議
会
事
務
局
局
長
工
藤
都
四

男（
会
計
管
理
者
兼
会
計
課
課
長
）▼
監
査
委
員

事
務
局
局
長
小
野
裕
一
郎（
教
育
総
務
課
課
長
）

▼
農
業
委
員
会
事
務
局
局
長
野
上
悟（
生
涯
学
習

課
課
長
補
佐
兼
生
涯
学
習
係
長
）▼
教
育
総
務
課

課
長
宇
都
宮
敏
樹（
学
校
給
食
共
同
調
理
場
所

長
）▼
生
涯
学
習
課
課
長
兼
中
央
公
民
館
館
長
宮

本
洋
二（
税
務
課
課
長
補
佐
兼
資
産
税
係
長
）▼

学
校
給
食
共
同
調
理
場
所
長
阿
部
孝（
健
康
増
進

課
課
長
補
佐
）

【
課
長
補
佐
級
】

▼
総
務
課
主
幹
兼
総
務
人
事
係
長
堀
雅
之（
総
務

課
総
務
人
事
係
長
）▼
総
務
課
主
幹
兼
行
政
係
長

藤
本
英
示（
総
務
課
行
政
係
長
）▼
財
政
課
課
長

補
佐
兼
財
政
係
長
帯
刀
志
朗（
財
政
課
財
政
係
長

兼
情
報
化
推
進
係
長
）▼
財
政
課
主
幹
兼
管
財
係

長
今
宮
明（
財
政
課
管
財
係
長
）▼
政
策
推
進
課

課
長
補
佐
兼
政
策
企
画
係
長
兼
改
革
推
進
係
長

井
川
功
一（
政
策
推
進
課
課
長
補
佐
兼
政
策
企
画

係
長
）▼
政
策
推
進
課
主
幹
兼
広
報
広
聴
係
長
梶

原
新
三（
政
策
推
進
課
改
革
推
進
係
長
兼
広
報
広

聴
係
長
）▼
税
務
課
課
長
補
佐
兼
資
産
税
係
長
笠

置
勝
弘（
税
務
課
収
納
係
長
）▼
住
民
課
課
長
補

佐
兼
年
金
係
長
井
上
進（
住
民
課
年
金
係
長
）▼

福
祉
対
策
課
課
長
補
佐
兼
障
害
福
祉
係
長
兼
保

健
福
祉
セ
ン
タ
ー
次
長
後
藤
良
彦（
福
祉
対
策
課

障
害
福
祉
係
長
兼
地
域
福
祉
係
長
）▼
健
康
増
進

課
課
長
補
佐
兼
長
寿
健
康
係
長
白
水
順
一（
健
康

増
進
課
長
寿
健
康
係
長
）▼
健
康
増
進
課
課
長
補

佐
兼
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
所
長
宮
本
洋
子

（
健
康
増
進
課
主
幹
兼
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

所
長
）▼
生
活
環
境
課
課
長
補
佐
岩
尾
修
一（
会

計
課
課
長
補
佐
兼
用
度
係
長
）▼
生
活
環
境
課
主

幹
兼
生
活
環
境
係
長
土
居
浩
二（
生
活
環
境
課
生

活
環
境
係
長
）▼
農
林
水
産
課
課
長
補
佐
兼
管
理

係
長
岡
野
修
二（
農
林
水
産
課
主
幹
兼
管
理
係

長
）▼
農
林
水
産
課
主
幹
兼
地
籍
係
長
吉
野
哲
次

（
農
林
水
産
課
地
籍
係
長
）▼
都
市
建
設
課
課
長

補
佐
後
藤
嘉
信（
都
市
建
設
課
建
設
係
長
）▼
都

市
建
設
課
課
長
補
佐
兼
建
築
係
長
宇
都
宮
正
徳

（
都
市
建
設
課
建
築
係
長
）▼
上
下
水
道
課
主
幹

兼
工
務
係
長
松
本
義
明（
上
下
水
道
課
工
務
係

長
）▼
会
計
課
課
長
補
佐
兼
会
計
係
長
佐
藤
小
百

合（
会
計
課
会
計
係
長
）▼
議
会
事
務
局
次
長
兼

庶
務
係
長
兼
議
事
係
長
安
田
加
津
浩（
議
会
事
務

局
庶
務
係
長
兼
議
事
係
長
）▼
農
業
委
員
会
事
務

局
次
長
兼
農
地
調
整
係
長
大
川
英
徳（
農
業
委
員

会
事
務
局
農
地
調
整
係
長
）▼
教
育
総
務
課
主
幹

兼
総
務
管
理
係
長
塩
内
政
徳（
教
育
総
務
課
総
務

管
理
係
長
）▼
学
校
教
育
課
指
導
主
事
梶
原
直
樹

（
大
分
県
教
育
委
員
会
）▼
生
涯
学
習
課
課
長
補

佐
兼
文
化
財
係
長
土
谷
美
香
子（
生
涯
学
習
課
文

化
財
係
長
）

【
係
長
級
】

▼
総
務
課
秘
書
係
長
工
藤
明
美（
総
務
課
副
主

幹
）▼
財
政
課
情
報
化
推
進
係
長
成
富
祥
史（
税

務
課
副
主
幹
）▼
契
約
検
査
室
契
約
係
長
古
屋
秀

一
郎（
都
市
建
設
課
副
主
幹
）▼
契
約
検
査
室
検

査
係
長
阿
南
次
郎（
都
市
建
設
課
企
画
調
査
係

長
）▼
税
務
課
収
納
係
長
堀
道
広（
税
務
課
副
主

幹
）▼
福
祉
対
策
課
子
育
て
支
援
係
長
満
石
加
寿

美（
福
祉
対
策
課
副
主
幹
）▼
福
祉
対
策
課
地
域

福
祉
係
長
山
口
佳
子（
福
祉
対
策
課
副
主
幹
）▼

農
林
水
産
課
耕
地
林
業
水
産
係
長
木
付
達
朗（
上

下
水
道
課
下
水
道
管
理
係
長
兼
浄
化
セ
ン
タ
ー

係
長
）▼
都
市
建
設
課
企
画
調
査
係
長
中
山
雅
広

（
都
市
建
設
課
副
主
幹
）▼
都
市
建
設
課
建
設
係

長
須
藤
淳
司（
都
市
建
設
課
副
主
幹
）▼
上
下
水

道
課
下
水
道
管
理
係
長
兼
浄
化
セ
ン
タ
ー
係
長

安
田
恵（
福
祉
対
策
課
子
育
て
支
援
係
長
）▼
生

涯
学
習
課
生
涯
学
習
係
長
芝
尾
文
徳（
生
涯
学
習

課
副
主
幹
）▼
学
校
給
食
共
同
調
理
場
管
理
係
長

橘
暁
子（
学
校
給
食
共
同
調
理
場
副
主
幹
）

【
副
主
幹
以
下
】

▼
別
杵
速
見
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合
派
遣
大

隈
宏
一（
福
祉
対
策
課
）▼
総
務
課
佐
藤
加
奈（
健

康
増
進
課
）▼
財
政
課
吉
松
慎
史（
政
策
推
進
課
）

▼
契
約
検
査
室
箸
尾
沙
苗（
農
業
委
員
会
）▼
税

務
課
白
水
由
希
子（
総
務
課
）▼
税
務
課
吉
松
美

紀（
会
計
課
）▼
大
分
県
に
派
遣
松
本
真
二（
税
務

課
）▼
住
民
課
重
岡
由
美（
議
会
事
務
局
）▼
住
民

課
岩
﨑
誠（
農
林
水
産
課
）▼
福
祉
対
策
課
後
藤

将
児（
税
務
課
）▼
福
祉
対
策
課
赤
野
洋
子（
健
康

増
進
課
）▼
福
祉
対
策
課
池
部
英
明（
健
康
増
進

課
）▼
健
康
増
進
課
佐
藤
浩（
生
活
環
境
課
）▼
健

康
増
進
課
坂
西
文
枝（
福
祉
対
策
課
）▼
健
康
増

進
課
岩
﨑
誠（
別
府
速
見
地
域
広
域
圏
事
務
組
合

派
遣
）▼
健
康
増
進
課
佐
藤
直
子（
住
民
課
）▼
健

康
増
進
課
橋
本
樹
輝（
大
分
県
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
派
遣
）▼
大
分
県
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
派
遣
古
川
拓
也（
健
康
増
進
課
）▼
健
康

増
進
課
吉
野
友
恵（
生
涯
学
習
課
）▼
農
林
水
産

課
安
部
博
文（
住
民
課
）▼
農
林
水
産
課
兼
務
上

野
新
悟（
都
市
建
設
課
）▼
会
計
課
今
村
敏
昭（
財

政
課
）▼
議
会
事
務
局
河
野
淳
子（
健
康
増
進
課
）

▼
教
育
総
務
課
高
橋
康
治（
政
策
推
進
課
）

【
幼
稚
園
教
諭
】

▼
豊
岡
幼
稚
園
大
石
麻
友
香（
日
出
幼
稚
園
）▼

日
出
幼
稚
園
萱

由
紀（
大
神
幼
稚
園
）

【
新
採
用
】

▼
政
策
推
進
課
山
﨑
涼
子
▼
税
務
課
岡
野
大
輔

▼
福
祉
対
策
課
平
山
大
樹
▼
福
祉
対
策
課
釜
堀

晃
一
▼
都
市
建
設
課
古
浦
孝
雄
▼
農
業
委
員
会

桂
木
舞
▼
生
涯
学
習
課
田
北
尚
志
▼
生
涯
学
習

課
上
野
達
雄

【
退
職
者
】

▼
村
田
正
利（
総
務
課
参
事
）▼
松
木
俊
一
郎（
税

務
課
課
長
）▼
小
石
英
介（
生
活
環
境
課
課
長
）▼

工
藤
要
一（
商
工
観
光
課
課
長
）▼
小
石
好
孝（
上

下
水
道
課
課
長
兼
浄
化
セ
ン
タ
ー
所
長
）▼
名
部

憲
文（
議
会
事
務
局
局
長
）▼
八
坂
司（
監
査
委
員

事
務
局
局
長
）▼
近
藤
嘉
登（
農
業
委
員
会
事
務

局
局
長
）▼
合
田
俊（
福
祉
対
策
課
課
長
兼
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー
所
長
）▼
寺
岡
達
一（
生
涯
学
習

課
課
長
兼
中
央
公
民
館
長
）▼
本
田
幸
江（
学
校

給
食
共
同
調
理
場
調
理
員
）▼
横
山
哲
哉（
教
育

総
務
課
）▼
松
葉
佐
紀
子（
豊
岡
幼
稚
園
教
諭
）

　3 月 31 日付けで 12 人が退職

し、8 人を新たに採用しました。

　また、契約検査室が都市建設

課から分離し独立した室となり

ました。

人 事 異 動
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町
民
の
命
と
財
産
を
守
る

日
出
町
消
防
団
長
に

就
任

　

４
月
２
日
、
日
出
町
消
防
団

長
辞
令
交
付
式
が
行
わ
れ
、
前

副
団
長
の
中
村
健
治
さ
ん
が
、

団
長
に
任
命
さ
れ
ま
し
た
。
中

村
さ
ん
は
、「
消
防
庁
長
官
表

彰
」
を
受
章
す
る
な
ど
、
輝
か

し
い
功
績
を
残
し
て
い
ま
す
。

　

工
藤
町
長
が
「
町
民
の
安
全
・

安
心
を
守
る
た
め
に
、
団
員
を

統
率
し
、
消
防
団
活
動
に
ま
い

進
し
て
く
だ
さ
い
」
と
激
励
す

る
と
、
中
村
さ
ん
は
、「
消
防

団
長
を
仰
せ
つ
か
る
の
は
、
消

防
人
と
し
て
た
い
へ
ん
光
栄
。

全
身
全
霊
で
こ
の
職
を
務
め
ま

す
」
と
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

高いところもはしごを使って

決意を述べる中村団長

き
れ
い
な
ま
ち
に

城
下
海
岸
遊
歩
道
を

清
掃

　

３
月
27
日
、
大
分
県
建
設
業

協
会
杵
築
速
見
支
部
（
吉
弘
秀

二
支
部
長
）
総
勢
27
名
の
み
な

さ
ん
が
、
城
下
海
岸
遊
歩
道

に
隣
接
す
る
石
垣
の
雑
草
取
り

や
、
草
刈
り
を
行
い
ま
し
た
。

　

約
５
時
間
の
作
業
に
よ
っ

て
、
雑
草
に
隠
れ
て
い
た
日
出

城
の
石
垣
も
姿
を
現
し
、
別
府

湾
を
望
む
景
観
が
、
さ
ら
に
美

し
く
な
り
ま
し
た
。

１
０
０
歳
慶
賀
訪
問

長
寿
の
秘
訣
は
よ
く
食

べ
る
こ
と

　

３
月
28
日
、
菊
地
豊
子
さ

ん
（
後
村
）
が
１
０
０
歳
の
誕

生
日
を
迎
え
ら
れ
、
入
所
先
施

設
を
工
藤
町
長
が
訪
問
、
祝
い

状
を
手
渡
し
長
寿
を
祝
い
ま
し

た
。

　

町
長
が
「
お
元
気
で
お
過
ご

し
く
だ
さ
い
。
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
」
と
声
を
か
け
る
と
、

豊
子
さ
ん
は
ニ
ッ
コ
リ
と
笑
い

ま
し
た
。

　

好
き
な
食
べ
物
は
プ
リ
ン

で
、
長
寿
の
秘
訣
は
よ
く
食
べ

る
こ
と
。
施
設
内
で
は
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
を
楽
し
む
な
ど
し

て
過
ご
し
て
い
ま
す
。

益金を渡す伊藤くん

南
端
小
中
学
校
生
徒
が
寄
付

図
書
購
入
費
に
役
立
て

　

南
端
小
中
学
校
の
生
徒
16
人

が
、
自
分
た
ち
で
作
っ
た
も
ち

米
や
い
も
を
大
分
県
農
業
祭
で

販
売
し
、
そ
の
売
上
金
を
萬
里

図
書
館
に
寄
付
し
ま
し
た
。

　

３
月
23
日
に
小
石
敦
弥
く
ん

（
中
２
）、
草
牧
圭
吾
く
ん
（
中

１
）、
伊
藤
恋
く
ん
（
小
３
）

が
萬
里
図
書
館
を
訪
れ
、
農

作
業
の
様
子
を
記
録
し
た
ポ
ス

タ
ー
や
売
上
金
１
２
，
２
６
０

円
を
工
藤
館
長
に
手
渡
し
ま
し

た
。

　

小
石
く
ん
が
「
図
書
購
入
に

役
立
て
て
も
ら
い
た
い
」
と
話

し
ま
し
た
。

　いつまでもお元気で！
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町
民
の
声
を
町
政
に

町
政
モ
ニ
タ
ー
懇
談
会

　

３
月
27
日
、
日
出
町
役
場
で
町
政
モ

ニ
タ
ー
懇
談
会
が
開
催
さ
れ
、
出
席
さ

れ
た
５
名
の
モ
ニ
タ
ー
さ
ん
か
ら
、
町

行
政
に
対
す
る
ご
意
見
や
ご
提
案
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

テ
ー
マ
は
、「
日
出
町
の
福
祉
対
策
」

「
脱
原
発
宣
言
の
町
」「
暘
谷
駅
周
辺
整

備
」「
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
」「
日

出
町
の
観
光
」
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
内

容
で
、
工
藤
町
長
を
は
じ
め
、
テ
ー
マ

に
関
係
の
あ
る
課
長
も
出
席
し
て
有
意

義
な
懇
談
会
と
な
り
ま
し
た
。

ま
ち
づ
く
り
の
核
と
な
る
人
材
育
成

景
観
・
ま
ち
づ
く
り
コ
ン

ダ
ク
タ
ー
育
成
講
座

　

３
月
22
日
、
日
出
町
中
央
公
民
館
で

「
第
16
回
景
観
・
ま
ち
づ
く
り
コ
ン
ダ

ク
タ
ー
育
成
講
座
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

有
識
者
を
招
い
て
、
景
観
資
源
の
保

全
や
活
用
に
つ
い
て
意
見
交
換
な
ど
を

行
い
、
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
て
も
ら
お

う
と
大
分
県
が
主
催
す
る
勉
強
会
。

　

こ
の
日
は
、
県
内
各
地
か
ら
約

１
０
０
人
が
参
加
し
、
二
の
丸
館
周
辺

等
の
ま
ち
あ
る
き
を
し
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
、
九
州
大
学
の
高
尾
忠

志
特
任
助
教
の
講
演
の
あ
と
、
町
内
の

ま
ち
づ
く
り
団
体
な
ど
の
代
表
４
人
が

参
加
し
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

で
、
景
観
資
源
を
活
か
し
次
世
代
へ
つ

な
げ
る
ま
ち
づ
く
り
を
語
り
合
い
ま
し

た
。

高尾忠志氏の講演

多くの意見がでました

　

３
月
27
日
、
大
分
県
建
設
業

協
会
杵
築
速
見
支
部
（
吉
弘
秀

二
支
部
長
）
総
勢
27
名
の
み
な

さ
ん
が
、
城
下
海
岸
遊
歩
道

に
隣
接
す
る
石
垣
の
雑
草
取
り

や
、
草
刈
り
を
行
い
ま
し
た
。

　

約
５
時
間
の
作
業
に
よ
っ

て
、
雑
草
に
隠
れ
て
い
た
日
出

城
の
石
垣
も
姿
を
現
し
、
別
府

湾
を
望
む
景
観
が
、
さ
ら
に
美

し
く
な
り
ま
し
た
。

教
育
委
員
会
委
員
の
決
定

　

３
月
26
日
、
前
任
者
の
任
期
満
了
に

伴
い
、
保
護
者
代
表
と
し
て
新
た
に
日

出
団
地
の
池
田
陽
子
さ
ん
が
任
命
さ
れ

ま
し
た
。

4 年の任期です

ま
ち
づ
く
り
に
役
立
て
ほ
し
い

豊
岡
小
学
校
十
七
回
同
窓

会
が
寄
付

　

昭
和
56
年
豊
岡
小
学
校
卒
業
生
で
つ

く
る
「
豊
岡
小
学
校
十
七
回
同
窓
会
」

が
解
散
し
、
３
月
28
日
、
同
会
幹
事
の

田
中
忠
義
さ
ん
、
福
田
定
喜
さ
ん
、
赤

山
智
恵
さ
ん
が
役
場
を
訪
れ
、「
ま
ち

づ
く
り
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
」
と
、

同
会
解
散
に
よ
る
残
余
金
を
寄
付
し
ま

し
た
。

　

同
会
は
昭
和
56
年
に
結
成
し
て
か
ら

は
、
毎
年
集
ま
っ
て
食
事
を
楽
し
ん
だ

り
、近
況
報
告
な
ど
を
し
て
き
ま
し
た
。

　４月２５日、日出町婚活推進協議会が発

足し、出会い応援事業をスタートさせまし

た。

　５月にオープニングセレモニーを兼ねた

記念講演やパネルディスカッションを開催

し、結婚活動への理解を深め、結婚気運を

盛り上げていきたいと思います。

●オープニングセレモニー日時

　５月２０日（日）開場　１２時３０分

　　　　　　　　　開演　１３時

●場所　中央公民館　ホール

●記念講演

　講師　「婚活先生」こと酒井佐穂氏

　 （株）en. 業務統括代表

●参加費　無料

●申込み　不要

●問合先　政策推進課　☎７３－３１１６

さあ一歩踏み出そう！
日出町出会い応援事業
　　　　　　　　　がスタート
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ふ
れ
あ
い
農
園
利
用
者
募
集

野
菜
や
花
づ
く
り
の
た
め

の
農
園
を
お
貸
し
し
ま
す

　「
日
出
町
ふ
れ
あ
い
農
園
」（
全
20
区

画
）
で
は
、
平
成
24
年
度
の
利
用
者
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

■
農
園
の
場
所

　

日
出
町
大
字
川
崎
４
３
８
番
地
１

■
区
画
面
積　

　

42
・
５
㎡
／
１
区
画　

　
　
　
　
　
（
５
ｍ
×
８
・
５
ｍ
）

■
募
集
区
画

　

９
区
画
（
③
④
⑦
⑩
⑬
⑭
⑮
⑲
⑳
）

⑲⑳ ⑱⑰⑯ ⑭⑮ ⑬⑫⑪

⑨⑩ ⑧⑦⑥ ④⑤ ③②①

■
申
込
期
限

　

 　

５
月
18
日
（
金
）（
申
込
多
数
の

場
合
は
抽
選
。
た
だ
し
、
申
込
期
限

を
過
ぎ
て
も
空
き
が
あ
る
場
合
は
、

随
時
申
し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す
）

空
き
家
バ
ン
ク
制
度
ス
タ
ー
ト

空
き
家
情
報
の
提
供
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す

　

平
成
24
年
度
よ
り
日
出
町
空
き
家
バ

ン
ク
制
度
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

町
内
で
空
き
家
物
件
を
所
有
し
て
い

る
方
と
、
町
内
へ
移
住
を
希
望
し
て
い

る
方
を
結
び
つ
け
る
た
め
の
制
度
で

す
。

　

空
き
家
を
所
有
し
て
い
る
方
は
、
是

非
空
き
家
バ
ン
ク
に
登
録
を
お
願
い
し

ま
す
。

■
登
録
で
き
る
空
き
家

○ 

町
内
に
存
在
し
、
居
住
を
目
的
と
す

る
建
物
。

※ 

た
だ
し
、
賃
貸
・
分
譲
等
を
目
的
と

す
る
建
物
を
除
き
ま
す
。

※ 

町
は
売
買
及
び
賃
貸
の
仲
介
を
行
い

ま
せ
ん
。
ト
ラ
ブ
ル
防
止
の
観
点
か

ら
宅
地
建
物
取
引
業
者
を
介
し
て
の

契
約
を
お
勧
め
し
ま
す
。

■
賃
貸
・
売
却
物
件
の
登
録
方
法

○ 

登
録
申
込
書
と
登
録
カ
ー
ド
に
必
要

事
項
を
記
入
し
政
策
推
進
課
へ
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
先　

政
策
推
進
課

　

☎
73-

３
１
１
６

■
利
用
料
金

　

６
，
０
０
０
円
／
年

※
年
度
途
中
か
ら
の
利
用
は
月
割

■
園
内
設
備
　

　

水
道
・
駐
車
場
・
簡
易
倉
庫

■
利
用
上
の
注
意

○
営
利
目
的
の
作
物
栽
培
は
不
可
。

○ 

野
菜
、
草
花
な
ど
の
栽
培
の
み
で
、

永
年
性
（
花
木
・
果
樹
）
の
栽
培
や

建
物
工
作
物
等
の
設
置
は
で
き
ま
せ

ん
。

○ 

ゴ
ミ
は
各
自
で
お
持
ち
帰
り
く
だ
さ

い
。

■
申
込
・
問
合
先

　

農
林
水
産
課
農
業
振
興
係

　

☎
73-
３
１
２
７

助
成
制
度
が
あ
り
ま
す

耕
地
災
害
復
旧
事
業
等

補
助
制
度

　

集
中
豪
雨
等
に
よ
り
農
業
用
施
設
や

農
地
畦
畔
等
が
被
災
し
た
場
合
、
耕
地

災
害
復
旧
事
業
等
の
助
成
制
度
が
あ
り

ま
す
。

　

助
成
を
受
け
る
た
め
に
は
条
件
が
あ

り
ま
す
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

■ 

問
合
先　

農
林
水
産
課
耕
地
林
業
水

産
係
☎
73-

３
１
２
７

農作物をイノシシから守る

電気柵購入補助
　イノシシによる農作物被害防止のために設置
する、電気柵の購入に対し補助を行います。
■条件
・農林業を営んでいる方
・ 本体、電線、ガイシ、絶縁杭等をセットで購

入すること
・ 補助金の交付決定通知後に購入、設置するこ

と
・原則1人（1世帯）1セット
・町税等の滞納がない方
■補助金
　購入金額（税込）の2/3以内
　上限補助額　42,000円
　 　予算に限りがありますので、申込み多数の

場合は、抽選になります。（先着順ではあり
ません）

■申込期限
　平成24年6月1日（金）まで
　平日　8時30分～17時00分
■申込先
　農林水産課耕地林業水産係　☎73‐3127
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仁王住宅

次
の
町
営
住
宅
に
空
室
が
あ
り
ま
す

の
で
、
入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。

【
町
営
・
仁
王
住
宅
】
３
戸

○
所
在
地

　

日
出
町
９
７
０
番
地

○
構
造

　

中
層
耐
火
構
造

○
家
賃

　

１
６
，
３
０
０
円
～

　
　
　
　
　
　
　
　

２
５
，
６
０
０
円

○
駐
車
場　

１
台
の
み
（
無
料
）

　

＊
浴
槽
、
ボ
イ
ラ
ー
は
完
備
。

　
　

下
水
道
設
備
有
。

仁
王
住
宅
に
空
き
が
あ
り
ま
す

　
町
営
住
宅
入
居
者
募
集

■ 

募
集
期
間

　

５
月
１
日
（
火
）
～
５
月
18
日
（
金
）

■ 

抽
選
日

　

５
月
31
日
（
木
）
10
時
～

■ 

抽
選
場
所

　

役
場
旧
館
３
階
大
会
議
室

■ 
応
募
資
格

　

次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
方
。

○ 

町
内
に
住
所
を
有
す
る
か
、
勤
務
先

が
町
内
で
あ
る
こ
と
。

○ 

入
居
者
の
合
計
所
得
が
年
額
１
，

８
９
６
，
０
０
０
円
以
下
で
あ
る
こ

と
。

○
税
金
の
滞
納
が
な
い
こ
と
。

○ 

入
居
者
名
義
の
持
ち
家
が
な
い
こ

と
。

○ 

独
立
し
て
い
て
、
他
の
者
の
扶
養
に

入
っ
て
い
な
い
こ
と
。

○
住
宅
に
困
っ
て
い
る
こ
と
。

○
入
居
者
が
暴
力
団
員
で
な
い
こ
と
。

■ 

問
合
先

　

都
市
建
設
課
管
理
係

　

☎
73
‐
３
１
７
２

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
補
助
金

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ

ス
テ
ム
設
置
費
補
助
金

制
度
ス
タ
ー
ト

■ 

応
募
資
格

　

次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
方
。

○ 

平
成
24
年
度
分
の
太
陽
光
普
及
拡
大

セ
ン
タ
ー
（
Ｊ

−

Ｐ
Ｅ
Ｃ
）
か
ら
補

助
金
の
交
付
を
う
け
て
い
る
こ
と
。

○ 

町
内
で
自
ら
が
居
住
す
る
住
宅
に
設

置
す
る
か
、
町
内
の
太
陽
光
発
電
シ

ス
テ
ム
設
置
済
み
住
宅
を
購
入
す
る

こ
と
。

○ 

町
内
に
住
所
を
有
す
る
か
、
町
内
居

住
予
定
で
あ
る
こ
と
。（
単
身
赴
任

者
等
で
生
計
を
同
じ
く
す
る
家
族
が

町
内
に
居
住
す
る
場
合
を
含
む
）

○
町
民
税
を
完
納
し
て
い
る
こ
と
。

■ 

受
付
開
始
日

 　

６
月
１
日
（
金
）

※
窓
口
提
出
の
み

■ 

補
助
金
額

　

 

１
kw
あ
た
り
４
・
８
万
円
に
太
陽
電

池
モ
ジ
ュ
ー
ル
の
最
大
公
称
出
力
を

乗
じ
た
額
か
ら
Ｊ

−

Ｐ
Ｅ
Ｃ
の
補
助

金
を
差
し
引
い
た
額

※
上
限
５
万
円
（
千
円
未
満
切
捨
）

■ 

問
合
先
・
提
出
先　

政
策
推
進
課

　

☎
73-

３
１
１
６

日出町協働指針
策定委員会委員募集

　住民のみなさんと協力して、より良いまちづ
くりの実現や課題解決を行っていく協働のあり
方、取り組み方針を定める「日出町協働指針」
を策定する委員を募集します。
■応募資格
・ 町内在住の20歳以上の方（平成24年4月1日現在）
・まちづくり活動の経験または関心があること
■募集人数
　２人
■報酬
　会議への参加1回につき4,000円
■応募方法
　 規定の応募用紙を持参または郵送により政策

推進課に提出してください。
■募集期間
　5月1日（火）～5月25日（金）
■結果の通知
　選考の結果は応募者全員に通知します
■申込先
　政策推進課　☎73‐3116
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健　康

子育て
５月の休日当番医
　　　健康増進課	 ☎ 73‐ 3130

＊診療時間 9時～ 17時
＊	町報発行後に休日当番医が変更に
なる場合があります。各医療機関
や健康増進課にご確認ください。

　
３日　矢野小児科医院	 72‐1011
４日	　鈴木病院	 73‐2131
５日　サンライズ酒井病院	 72‐2266
６日　大石内科医院	 72‐2121
13日　岡田内科クリニック	 28‐0101
20日　日出中央医院	 72‐2534
27日　日出児玉病院	 72‐2724

６月の休日当番医
３日　鈴木病院	 73‐2131
10日　サンライズ酒井病院	 72‐2266

相談や試食もあります
離 乳 食 教 室 離乳食について学ぶ

歯の健康を維持しましょう
歯のなんでも相談会を開催し
ます(無料)
　相談会では、地域の歯医者さんが無料

で歯の健診、フッ素塗布などをしてくれ

ます。ご家族皆さんでお気軽にご参加く

ださい。

●日時　	６月３日（日）10時～14時

●場所　	杵築市健康福祉センター

●内容　	歯の健診、フッ素塗布、歯磨き

指導、お口の健康相談

●問合先　健康増進課　☎７３－３１３０

　離乳食に関する相談や試食などを行う教室を開催します。

　「どうやって離乳食を始めたらいいの ?」「離乳食の進め方が分から

ない」という方は、是非お子さんと一緒に参加してみてください。

　参加したことのある方でも大歓迎です。申し込みは不要。

＊	スプーンは準備していますが、使い慣れたものがあれば持参してく

ださい。

とき　　6月 12日（火）10時 30分～ 11時 30分

ところ　町保健福祉センター　母子保健室

対象　　離乳食期（１歳６カ月頃まで）

問合先　福祉対策課子育て支援係　☎７３‐３１２１

出産や育児を学ぶ
両 親 学 級 ご家族と一緒に参加を

　日出町では、これから赤ちゃんを迎える妊婦さんとその家族を対象

に、妊娠、出産、育児について学ぶ教室を開催します。

とき　　5月 27日（日）10時～ 12時　　

ところ　町保健福祉センター　母子保健室

内容　　沐浴体験

　　　　産後のママの心の健康についてのお話

　　　　子育てサービスについてのお話

持ってくるもの　　母子健康手帳、子育て応援マップ

　　　　　　　　※楽な服装でお越し下さい。

申込期限　5月 23日（水）まで

申込先　　福祉対策課子育て支援係　☎７３‐３１２１

母子健康手帳の交付
妊 娠 し た ら 健康状態を記録する大切な手帳

　母子健康手帳は妊娠から出産、そしてお子さんが小学校に入学するま

での間、お母さんとお子さんの健康状態を記録する大切な手帳です。

　妊娠していることが分かったら早めに母子健康手帳を受け取りましょ

う。

●持ってくるもの　印鑑

●交付 ･ 問合先　福祉対策課子育て支援係　☎７３‐３１２１
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日出町地域子育て支援センター
	 ☎28‐1212

●子育て広場・子育て相談

　月～金　9時～16時

●電車ごっこでつながろう（0歳～就学前）

　場所：川崎地区公民館

　15日（火）10時～12時　

●赤ちゃん広場（0歳～2歳）

　	2日（水）･10日（木）･17日

（木）22日（火）10時～12時

●エアロビクス教室（0歳～就学前）

　11日（金）･25日（金）10時45分～

●誕生会（0歳～就学前）

　21日（月）11時～

●ベビーリンパマッサージ教室（0歳～2歳）

　22日（火）11時～

●ママへプレゼントを作ろう（0歳～就学前）

　14日（日）11時～

日出町児童館	 ☎72‐0323

●	親子リトミック教室（要申込　乳幼

児と保護者）8日（火）11時～12

時　ボールを持って来て下さい

●絵本の読み聞かせ（乳幼児と保護者）

　18日（金）11時15分～11時45分

●	WAKUWAKUつみきくらぶ（乳幼

児と保護者）23日（水）10時30分

～12時

さざんか児童館	 ☎72‐8383

●	みんなで誕生日パーティー（乳幼

児・要申込・200円）　

　31日（木）10時30分～

●エアートランポリンで遊ぼう！

　３日（木）～５日（土）10時～

●親子グループ活動（10時30分～）

　0～1歳児　９・16・23日（水）

　　		2歳児　10・17・24日（木）

　3～5歳児　８・15・22日（火）

●赤ちゃん広場（０歳児・要申込・200円）

　11日（金）　10時30分

●絵本の読み聞かせ

　12日（土）　10時30分

●巡回児童館（あつまれ！ちびっこ）

　場所：川崎地区公民館

　18日（金）　10時30分～

40 歳から始めよう !! がん検診
が ん 検 診 がん検診が無料で受けられます

　日本人の２人に１人はがんになり、３人に１人はがんで亡くなって

います。しかし、がん検診を受けている方は４人に1	人しかいません。

がんは自覚症状がない場合もあり、検診による早期発見が有効です。

がんが大幅に増えるのは 40歳代からです。

　40歳になったら（子宮頸がんは 20歳から）、年に１度（子宮頸が

ん・乳がんは２年に１度）がん検診を受けましょう。

　40歳からがん検診を定期的に受診していただくために、日出町で

は“40歳から始めよう !!	がん検診推進事業”を行います。

●内容　

　対象者には、肺がん・大腸がん・胃がん・子宮頸がん・乳がん検診

を無料で受診できる無料クーポン券を発行いたします。

無料クーポン券は日出町が実施する検診でのみ使えます。

※職場で受診できる方は、職場の検診が優先になります。

●実施期間　

　平成 24年４月～ 12月

　対象者には、５月頃無料クーポン券を郵送させていただきますので、

詳細はそちらでご確認ください。

●対象者

　平成 24年 4月 20日時点で、日出町に住民票のある下記の方が対

象です。

●問合先

　健康増進課　☎７３－３１３０

年齢 生 年 月 日 男　性 女　性

20歳 平成3年4月2日～
平成4年4月1日

子宮頸がん
25歳 昭和61年4月2日～

昭和62年4月1日

30歳 昭和56年4月2日～
昭和57年4月1日

35歳 昭和51年4月2日～
昭和52年4月1日

40歳 昭和46年4月2日～
昭和47年4月1日

肺がん
大腸がん
胃がん

肺がん
大腸がん
胃がん
子宮頸がん
乳がん

45歳 昭和41年4月2日～
昭和42年4月1日

肺がん
大腸がん
胃がん
乳がん

50歳 昭和36年4月2日～
昭和37年4月1日

55歳 昭和31年4月2日～
昭和32年4月1日

60歳 昭和26年4月2日～
昭和27年4月1日
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日出町長　工藤　義見

そ の 63

だ
よ
り

日
出
町
に
お
け
る
１
年
間
の
人
口
増
減

　

日
出
町
は
、人
口
増
加
の
町
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
が
、近
年
そ
の
状
況
が
少
し
ず
つ
変
化
し

て
き
て
い
ま
す
。平
成
22
年
10
月
１
日
現
在
の

国
勢
調
査
結
果
で
は
、前
回
調
査
よ
り
５
８
１

人
の
増
加
で
し
た
。平
成
17
年
調
査
結
果
の
１
，

４
９
８
人
に
比
べ
る
と
、増
え
方
が
か
な
り
少

な
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。そ
れ
で
も
他
自
治

体
で
人
口
減
少
の
み
ら
れ
る
中
で
、日
出
町
は

増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

国
勢
調
査
の
他
に
、出
生
、死
亡
、転
入
、転
出

等
に
よ
る
人
口
、世
帯
の
推
移
は
、住
民
皆
さ
ん

の
役
場
へ
の
届
出
に
よ
る
住
民
基
本
台
帳
に
よ

っ
て
実
状
が
把
握
で
き
ま
す
。

　

今
回
は
、こ
の
住
民
基
本
台
帳
に
よ
り
、昨
年

４
月
１
日
か
ら
本
年
３
月
31
日
ま
で
の
、平
成

23
年
度
中
の
人
口
、世
帯
の
状
況
等
を
調
べ
て

み
ま
し
た
。

　

昨
年
４ 

月
１ 

日
の
人
口
は
２ 

万
８
，６
１

０
人
、世
帯
数
は
１
万
１
，４
４
８
戸
で
す
が
、

本
年
３
月
31
日
ま
で
の
１
年
間
で
は
人
口
で
２

万
８
、６
４
３
人
、世
帯
数
で
１
万
１
，６
２
２

戸
と
な
り
、人
口
で
33
人
、世
帯
数
で
１
７
４
戸

の
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
言
え
る
こ
と
は
、世
帯
数
が
人
口
の

５
倍
以
上
も
増
え
て
お
り
、単
身
所
帯
が
多
く

な
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

転
入
に
よ
る
社
会
増
で
人
口
の
増
加
を
維
持

　

出
生
、死
亡
、転
入
、転
出
の
状
況
で
み
る
と
、

出
生
で
多
い
５
月
の
31
人
、少
な
い
２
月
の
16

人
で
す
が
、年
間
で
は
２
６
０
人
の
子
供
の
誕

生
と
な
っ
て
い
ま
す
。死
亡
で
は
２
月
38
人
、１

月
31
人
、７
月
27
人
、少
な
い
11
月
で
15
人
な

ど
、年
間
で
２
９
６
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、多
く
の
年
度
で
出
生
、死
亡
を
対

比
す
る
と
、出
生
の
方
が
多
く
、少
子
化
の
時
代

に
も
か
か
わ
ら
ず
、自
然
増
の
見
ら
れ
る
町
と

し
て
自
慢
で
し
た
。し
か
し
、65
歳
以
上
の
高
齢

化
率
24
．３
％
、75
歳
以
上
で
12
．５
％
で
も
分

か
る
よ
う
に
、高
齢
化
の
波
は
確
実
に
進
ん
で

い
ま
す
。

　

日
出
町
で
も
自
然
増
か
ら
自
然
減
へ
と
逆
転

し
て
、平
成
21
、22
、23
年
度
で
は
、死
亡
が
多
く

な
り
、自
然
減
の
状
態
と
な
っ
て
い
ま
す
。こ
の

５
年
間
内
で
み
る
と
、46
人
減
、10
年
間
内
で
23

人
増
、15
年
間
内
で
49
人
増
と
な
っ
て
お
り
、近

年
に
な
る
ほ
ど
自
然
減
の
方
向
を
た
ど
っ
て
い

ま
す
。

　

一
方
、転
入
、転
出
の
状
況
を
み
る
と
、転
入

で
１
，２
３
７
人
、転
出
で
１
，１
６
８
人
と
な

っ
て
お
り
、意
外
に
も
転
入
の
方
が
69
人
ほ
ど

多
く
、他
所
か
ら
の
転
入
に
よ
る
社
会
増
の
状

況
か
ら
、自
然
減
が
あ
っ
て
も
差
し
引
き
す
る

と
、人
口
増
加
を
続
け
る
こ
と
が
出
来
て
い
ま

す
。

　

転
入
に
つ
い
て
さ
ら
に
述
べ
る
と
、４
月
に

１
６
３
人
、５
月
１
０
７
人
、８
月
１
０
１
人
、

10
月
１
２
４
人
と
そ
れ
ぞ
れ
の
月
で
１
０
０
人

以
上
、特
に
３
月
に
は
２
３
８
人
の
多
く
の
人

が
転
入
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、転
出
に
つ
い
て
み
る
と
、４
月
１
３
６

人
、７
月
90
人
、12
月
97
人
、１
月
95
人
、特
に
３

月
は
２
２
９
人
と
大
幅
に
増
え
て
お
り
、こ
れ

は
就
職
、進
学
、転
勤
な
ど
で
の
町
外
へ
の
転
出

に
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

地
区
別
の
人
口
、世
帯
、男
女
比
率
の
状
況

　

一
方
、年
度
中
の
人
口
を
地
区
別
に
み
る
と
、

南
端
３
２
０
人( 

３
増)

、豊
岡
７
，２
５
２

人（
24
増
）、日
出
５
，８
７
０
人（
２
減
）、藤
原

３
，８
６
３
人（
36
増
）、川
崎
５
，８
８
９
人（
47

増
）、大
神
５
，４
４
９
人（
75
減
）と
な
っ
て
お

り
、増
加
し
て
い
る
の
は
、川
崎
を
最
高
に
し

て
、藤
原
、豊
岡
、南
端
の
順
に
５
地
区
、減
少
し

て
い
る
の
は
、大
神
、日
出
の
２
地
区
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

世
帯
で
み
る
と
、南
端
１
４
５
戸（
３
増
）、豊

岡
２
，９
４
５
戸（
36
増
）、日
出
２
，３
５
１
戸

（
28
増
）、藤
原
３
，８
６
３
戸（
37
増
）、川
崎
２
、

３
４
２
戸（
66
増
）、大
神
２
，２
１
６
戸（
４
増
）

と
な
っ
て
お
り
、い
ず
れ
の
地
区
で
も
増
加
し

て
い
ま
す
。

　

１
年
間
を
通
し
て
人
口
33
人
の
増
加
に
対
し

て
、１
７
４
世
帯
の
増
加
は
、如
何
に
単
身
者
や

一
人
住
ま
い
の
世
帯
が
多
く
な
っ
て
い
る
か
を

示
し
て
い
ま
す
。町
政
に
お
い
て
、こ
の
点
に
つ

い
て
の
配
慮
が
一
段
と
重
要
に
な
っ
て
き
て
い

ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、人
口
を
男
女
別
の
構
成
比
で
み

て
み
る
と
、こ
の
３
月
末
現
在
で
男
子
１
万
３
、

７
２
９
人
、女
子
１
万
４
、９
１
４
人
で
あ
り
、

女
子
が
１
，１
８
５
人
多
く
、比
率
は
男
子
47
．

９
％
に
対
し
、女
子
52
．１
％
と
な
っ
て
い
ま

す
。

警
察
署
の
統
合
に
続
い
て
高
校
も
統
合
へ

　

４
月
１
日
を
以
て
旧
日
出
警
察
署
が
新
た
に

杵
築
日
出
警
察
署
と
改
め
ら
れ
、統
合
警
察
署

と
し
て
発
足
し
ま
し
た
。こ
れ
と
時
期
を
同
じ

く
し
て
、県
立
高
校
の
再
編
整
備
計
画
も
進
ん

で
お
り
、こ
の
４
月
で
津
久
見
高
校
、臼
杵
商
業

高
校
、海
洋
科
学
高
校
が
津
久
見
高
校
に
統
合
、

改
変
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、昨
年
来
町
内
の

県
立
日
出
支
援
学
校
で
高
等
部
の
新
設
の
た
め

の
校
舎
建
設
が
進
ん
で
い
ま
し
た
が
、施
設
の

整
備
を
終
え
て
、支
援
学
校
内
に
高
等
部
が
新

設
さ
れ
、こ
の
４
月
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、こ
の
４
月
に
県
教
育
庁
新
設
高
校
開

設
準
備
室
が
日
出
暘
谷
高
校
内
に
設
置
さ
れ
ま

し
た
。こ
こ
で
は
計
画
に
し
た
が
っ
て
日
出
暘

谷
高
校
と
山
香
農
業
高
校
の
統
合
に
つ
い
て
検

討
、準
備
事
務
に
入
り
ま
し
た
。校
名
な
ど
を
決

め
て
、来
年
４
月
の
発
足
を
目
指
す
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　

計
画
案
に
よ
る
と
、日
出
暘
谷
高
校
の
４
学

級
、山
香
農
業
高
校
の
２
学
級
を
統
合
し
、日
出

暘
谷
高
校
に
新
設
校
５
学
級
を
設
置
し
よ
う
と

す
る
も
の
で
す
。

　

今
後
、委
員
会
の
発
足
、審
議
等
を
通
し
て
新

設
校
の
名
称
な
ど
を
決
め
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。順
調
な
準
備
の
も
と
に
初
期
の
目
的
を
達

成
さ
れ
る
よ
う
期
待
し
ま
す
。（次

号
に
つ
づ
く
）

　

２
月
17
日
、
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定 期 相 談 図 書 館 だ より

●行政相談
　ところ　役場新館3階333会議室
　と　き　5月1日（火）10時～15時
　問合先　総務課　☎73‐3150

●心配ごと相談
　ところ　役場新館3階333会議室
　と　き　5月8日（火）10時～15時
　問合先　福祉対策課　☎73‐3121

●心配ごと・行政合同相談　5月は休み
　ところ　役場新館3階333会議室
　と　き　6月19日（火）10時～15時
　問合先　総務課　☎73‐3150

●障がい児・者等支援相談
　相談先　 社会福祉法人「みのり村」みの

り障がい者生活支援センター
　　　　　☎72‐2818

●障がい児・者生活支援相談
　相談先　 太陽の家障害者生活支援セン

ター☎72‐1682
　　　　　（受付時間：8時～17時）

●高齢者総合相談
　相談先　日出町地域包括支援センター
（健康増進課内）☎73‐3115

●家庭児童・母子婦人相談
　相談先　福祉対策課　☎73‐3121

●いつでも子育てほっとライン
　相談ダイヤル　☎097‐545‐0110
　　　　　　　 （24時間　365日受付）

●無料人権相談所
　相談先　大分地方法務局杵築支局　
　　　　　☎0978‐62‐2271

●法律相談　（要予約）
　ところ　日出町保健福祉センター
　と　き　 毎月第２・４火曜日（祭日の

場合は休み）13時30分～16
時30分

　費　用　30分につき5,000円
　　　　　（ 収入が一定以下の方及び多重

債務の相談は無料）
　申込・問合先　大分県弁護士会
　　　　　　　　☎097‐536‐1458

萬里図書館　　　☎ 72 － 2851

５月の休館日
　3 日・4 日・5 日・7 日・13 日・14 日・21 日・27 日・28 日・31 日

読み聞かせ
　■ブーフーウーによる読み聞かせ　10 時 30 分～ 11 時 30 分

　　○とき　5 月 12 日（土）　・赤ちゃんから乳幼児くらいまで

　　○とき　5 月 26 日（土）　・幼児から小学校低学年まで

　■ FUMFUM（フムフム）による読み聞かせ

　　○とき　5 月 25 日（金）11 時～ 11 時 30 分

　　○対象　0 歳～ 5 歳くらいまで

新刊案内

「ナミヤ雑貨店の奇蹟」

東野圭吾：著　角川書店：刊

　あらゆる悩みの相談に乗る、
不思議な雑貨店。しかしその正
体は…。物語が完結するとき、
人知を超えた真実が明らかにな
る！

「国境越え」

椎名誠：著　新潮社：刊

　港町で性の洗礼を受け、アル
ゼンチンの山中でナチス残党ら
しき一家に救われ、チリの娼館
で夢を見て、バリであやしい人
妻に近づいていく…。

「塩麹のおかず　甘麹のおやつ」

坂田阿希子：著　家の光協会：刊

　にんじんの塩麹きんぴら、豆
腐の塩麹炒め、甘麹チーズケー
キ…。ご飯のおかずから、漬物、
シンプルケーキまで、はじめて
でもおいしく、すぐできる万能
調味料「塩麹」「甘麹」を使った
おかずとおやつのレシピ紹介。

「無菌病棟より愛をこめて」

加納朋子：著　文芸春秋：刊

　5 年生存率は 3 分の 1。急性白
血病の宣告を受け、仕事も家族の
世話も放棄しての緊急入院。抗癌
剤治療、転院、そして骨髄移植…。
作家、加納朋子のあたたかな涙と
笑いに満ちた壮絶な闘病記。
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募
　
集

豊
の
国
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
シ
ル

バ
ー
作
品
展
作
品
募
集

▼ 

参
加
年
齢　

60
歳
以
上
（
昭

和
28
年
４
月
１
日
以
前
に
生

ま
れ
た
方
）

▼ 

作
品
募
集　

日
本
画
・
洋

画
・
写
真
・
書
・
彫
刻
彫

塑
・
工
芸

▼ 

申
込
期
限　

５
月
７
日(

月
）

～
６
月
８
日
（
金
）

＊ 

申
込
書
は
、
福
祉
対
策
課
に

備
え
付
け
て
い
る
ほ
か
、
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

▼ 

問
合
先　

福
祉
対
策
課
☎
73

‐
３
１
２
１

講
　
座

認
知
症
は
予
防
で
き
る
？

　

認
知
症
の
方
は
年
々
増
加
し

て
い
ま
す
。
し
か
し
毎
日
の
生

活
を
見
直
す
こ
と
で
、
認
知
症

の
予
防
に
つ
な
が
る
こ
と
が
わ

か
っ
て
き
ま
し
た
。

　

今
回
、
山
田
達
夫
先
生
に
、

認
知
症
の
理
解
か
ら
予
防
に
つ

あ
り
ま
す
。
受
講
申
し
込
み

は
、
第
１
日
目
の
９
時
30
分
か

ら
会
場
に
て
受
け
付
け
ま
す
。

筆
記
用
具
、
弁
当
（
昼
食
休
憩

が
30
分
の
た
め
）
を
お
持
ち
く

だ
さ
い
。
他
会
場
で
の
講
習
会

も
実
施
し
て
い
ま
す
。
詳
細
に

つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

▼
と
き
　

○ 

６
月
７
日
（
木
）
10
時
30
分

～
17
時

○ 

６
月
８
日
（
金
）
10
時
30
分

～
15
時
30
分

▼ 

と
こ
ろ　

別
府
ビ
ー
コ
ン
プ

ラ
ザ

▼
受
講
料　

９
，
０
０
０
円

＊ 

「
調
理
師
読
本
」
代
を
含
み

ま
す
。

▼ 
問
合
先　

東
部
保
健
所
☎
67

‐
２
５
１
１

子
育
て
支
援
UP
プ
ロ
グ
ラ
ム

「
パ
ソ
コ
ン
講
座
」

　

年
齢
・
性
別
を
問
い
ま
せ
ん
。

有
料
託
児
あ
り
ま
す
。

【
ワ
ー
ド
で
暑
中
見
舞
い
講

座
】

○ 

と
き　

６
月
５
・
12
・
19
・

26
日
10
時
～
12
時
（
毎
週
火

曜
日
）

○ 

と
こ
ろ　

Ｈ
Ｉ
Ｔ
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー

【
初
め
て
の
パ
ソ
コ
ン
講
座
】

○ 

と
き　

６
月
７
・
14
・
21
・

28
日
10
時
～
12
時
（
毎
週
木

曜
日
）

○ 

と
こ
ろ　

町
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー

【
初
め
て
の
エ
ク
セ
ル
講
座]

○ 

と
き　

６
月
８
・
15
・
22
・

29
日
10
時
～
12
時
（
毎
週
金

曜
日
）

○ 

と
こ
ろ　

Ｈ
Ｉ
Ｔ
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー

▼
受
講
料　

３
，
０
０
０
円

▼
募
集
期
限　

５
月
18
日（
金
）

▼ 

申
込
・
問
合
先　

パ
ワ
ー
ウ

ェ
ー
ブ
日
出
☎
75
‐
８
６
３

７
甲
種
防
火
管
理
新
規
講
習
会

▼
と
き　

６
月
14（
木
）
・
15
日

（
金
）

▼ 

と
こ
ろ　

杵
築
速
見
消
防
組

合
消
防
本
部
２
階
「
大
会
議

室
」

▼ 

受
付
期
間　

５
月
７
日（
月
）

～
６
月
１
日
（
金
）９
時
～
16

時
▼
定
員　

50
名

▼ 
申
込
先
・
問
合
先　

杵
築
速

見
消
防
組
合
消
防
本
部
☎
０

９
７
８
‐
62
‐
４
３
４
１

高
齢
者
の
よ
い
歯
の

コ
ン
ク
ー
ル
参
加
者
募
集

　

全
身
の
健
康
を
保
つ
に
は
、
歯
の

健
康
を
維
持
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

80
歳
に
な
っ
て
も
自
分
の
歯
を
20

本
以
上
保
ち
、
生
涯
に
わ
た
り
自
分

の
歯
で
も
の
を
噛
む
こ
と
を
目
標
と

し
た
、
“
８
０
２
０
（
ハ
チ
マ
ル
ニ

イ
マ
ル
）
運
動
”
と
い
う
も
の
が
あ

り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
日
出
町
で
は
健
康
的
な

歯
を
お
持
ち
の
高
齢
者
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
左
記
の
条
件
に
あ
て
は
ま

る
方
は
、
ぜ
ひ
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

●
応
募
資
格

　

80
歳
以
上
（
平
成
24
年
３
月
31
日

現
在
）
で
自
分
の
歯
を
20
本
以
上
持

っ
て
い
る
方

　

※ 

昭
和
７
年
３
月
31
日
以
前
に
生

ま
れ
た
方

●
日
程
　
平
成
24
年
６
月
３
日
（
日
）

　

10
時
～

●
会
場　

 

杵
築
市
健
康
福
祉
セ
ン
タ

ー
多
目
的
ホ
ー
ル

●
内
容　

 

歯
科
医
師
に
よ
る
診
察
、

表
彰
式
等

●
締
切　

 

平
成
24
年
５
月
25
日
（
金
）
ま
で

●
問
合
先

　

健
康
増
進
課
☎
73

−

３
１
３
０

い
て
講
演
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。

▼
受
講
料　

無
料

▼ 

と
き　

５
月
27
日
（
日
）
13

時
30
分
～
15
時
30
分

▼ 

と
こ
ろ　

県
社
会
福
祉
介
護

研
修
セ
ン
タ
ー

▼ 

定
員　

１
５
０
名
（
先
着

順
）

▼ 

申
込
・
問
合
先　

県
社
会
福

祉
介
護
研
修
セ
ン
タ
ー
☎
０

９
７
‐
５
５
２
‐
６
８
８
８

お
し
ゃ
れ
サ
ロ
ン
～
お
し
ゃ
れ

し
て
み
ま
せ
ん
か
？
～

　

が
ん
の
治
療
中
お
よ
び
治
療

後
の
女
性
の
悩
み
（
顔
の
シ

ミ
、
ネ
イ
ル
ケ
ア
、
ウ
ィ
ッ
グ

の
相
談
）
に
対
応
し
ま
す
。
要

予
約
。

▼ 

参
加
料　

無
料　

先
着
10
名

程
度

▼ 

と
き　

５
月
28
日
（
月
）
13

時
30
分
～

▼ 

と
こ
ろ　

別
府
医
療
セ
ン
タ

ー
▼ 

申
込
・
問
合
先　

別
府
医
療

セ
ン
タ
ー
☎
67
‐
１
１
１
１

調
理
師
試
験
準
備
講
習
会

　

２
日
間
で
７
科
目
の
講
習
が
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相
　
談

別
速
杵
国
東
地
区
ラ
イ
フ
サ
ポ

ー
ト
セ
ン
タ
ー

　

自
治
体
の
相
談
窓
口
に
相
談

で
き
な
い
地
域
住
民
の
受
け
皿

な
ど
と
し
て
、
各
種
相
談
業
務

に
対
応
し
て
い
ま
す
。
相
談
無

料
。

▼
と
き　

平
日
９
時
～
17
時

※ 

消
費
生
活
相
談
員
配
置　

月
・
水
・
金
13
時
～
16
時

▼ 

と
こ
ろ　

別
府
地
区
労
働
者

福
祉
会
館
内

▼
相
談
業
務

①
労
働
な
ん
で
も
相
談

②
生
活
な
ん
で
も
相
談

③
福
祉
な
ん
で
も
相
談

④
消
費
生
活
な
ん
で
も
相
談

⑤
墓
地
・
永
代
供
養
相
談　

▼ 

問
合
先　

別
速
杵
国
東
地
区

労
働
者
福
祉
協
議
会
☎
21
‐

７
１
５
５

看
護
系
大
学
・
看
護
専
門
学
校

へ
の
方
進
路
相
談
会

　

看
護
系
大
学
や
看
護
専
門
学
校

の
方
か
ら
、
直
接
、
学
校
情
報
を

聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼ 

と
き　

５
月
13
日
（
日
）
10

時
～
11
時
30
分

▼
と
こ
ろ　

県
看
護
研
修
会
館

▼ 
対
象　

中
・
高
校
生
、
一
般

の
方
々

▼
内
容

①
看
護
の
仕
事
紹
介
（
Ｄ
Ｖ
Ｄ
）

②
学
校
紹
介　

全
４
校
（
各
15
分
）

▼ 

問
合
先　

県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ

ー
☎
０
９
７
‐
５
７
４
‐
７

１
３
６

無
料
法
律
・
人
権
相
談

▼
と
き　

５
月
11
日
（
金
）

▼
受
付

○
９
時
30
分
～
11
時

○
13
時
～
14
時
30
分

▼
と
こ
ろ　

大
分
文
化
会
館

※ 

当
日
は
、
駐
車
場
が
あ
り
ま
せ

ん
の
で
、
車
で
の
来
場
は
ご

遠
慮
く
だ
さ
い
。

▼ 

相
談
内
容　

人
権
・
金
銭
・

不
動
産
・
雇
用
・
交
通
事

故
・
遺
産
相
続
・
家
庭
内
の

問
題
な
ど

▼ 

相
談
員　

県
弁
護
士
会
所
属
弁

護
士
ほ
か

▼ 

問
合
先　

大
分
地
方
裁
判
所

☎
０
９
７
‐
５
３
２
‐
７
１

６
１

無
料
行
政
相
談
会

　

様
々
な
問
題
を
抱
え
て
い
る
住

民
の
皆
様
の
相
談
窓
口
の
１
つ
と

し
て
、
毎
月
第
３
水
曜
日
（
祝
日

の
場
合
は
翌
日
）
に
開
催
し
て
い

ま
す
。

▼ 

と
き　

５
月
16
日
（
水
）
13

時
～
16
時

▼
と
こ
ろ　

県
行
政
書
士
会

▼ 

相
談
内
容　

遺
言
・
成
年

後
見
相
談
・
不
動
産
関
連
・

内
容
証
明
・
各
種
許
認
可
申

請
・
そ
の
他

▼ 
問
合
先　

県
行
政
書
士
会
事

務
局
☎
０
９
７-

５
３
７-

７
０

８
９

	

豊
岡　

南　

悦
子

素
枯
れ
た
る
庭
に
い
の
ち
を
ふ

き
こ
み
て　

青
き
金
柑
た
わ
わ

に
揺
る
る

	

藤
原　

廣
井　

準

紅
梅
の
つ
ぼ
み
の
向
こ
う
横
津
宮

は　

棚
引
く
霧
に
浮
城
の
如
し

	

川
崎　

石
和　

ト
シ
コ

焼
き
芋
を
売
る
声
し
ば
し
途
絶

え
さ
せ　

春
一
番
の
吹
き
す
さ

ぶ
な
り

	

日
出　

杉
田
美
智
子

菜
種
梅
雨
の
晴
れ
間
を
待
ち
て

遅
れ
た
る　

じ
ゃ
が
い
も
の
種

夫
と
植
え
た
り

	

内
野　

濱
本
紀
代
子

わ
だ
つ
み
は
あ
わ
あ
わ
と
し
て

ひ
ろ
が
れ
り　

江
口
章
子
の
歌

碑
は
花
い
ち
め
ん
の
中

	

日
出　

定
平　

勝
義

美
味
鰈
食
べ
ち
お
く
れ
よ
我
が

町
で　

投
稿
を
我
が
生
き
甲
斐

の
糧
と
な
し

	

豊
岡　

植
松　

結

青
空
に
こ
ぶ
し
の
花
の
眺
め
か
な

	

日
出　

大
野　

仁
王

連
翹
の
咲
い
て
裏
道
明
る
う
す

	

日
出　

永
松　

美
知
子

隅
櫓
土
塀
を
隠
す
桜
か
な

	

豊
岡　

坪
田　

京
子

春
の
日
を
満
身
あ
び
て
丘
の
道

	

豊
岡　

森
永　

三
千
代

春
嵐
去
り
て
い
よ
い
よ
月
高
し

町
民
文
芸
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労
働
な
ん
で
も
相
談

　

労
働
者
や
そ
の
家
族
及
び
使
用

者
か
ら
の
労
働
に
関
す
る
ト
ラ
ブ

ル
や
悩
み
の
相
談
を
お
受
け
し
ま

す
。

▼ 

と
き　

５
月
10
日
（
木
）
11

時
～
15
時

▼
と
こ
ろ　

県
東
部
振
興
局

　

１
０
１
会
議
室

▼ 

対
象　

中
小
企
業
等
の
労

働
・
使
用
者

▼
内
容　

労
働
問
題
全
般

▼ 

相
談
方
法　

来
場
ま
た
は
電

話
に
よ
る
相
談

＊ 

相
談
無
料
、
秘
密
厳
守
、
予
約

不
要

▼ 

問
合
先　

大
分
県
労
政
・
相

談
情
報
セ
ン
タ
ー

○ 

携
帯
・
公
衆
電
話
か
ら　

☎
０

９
７
‐
５
３
２
‐
３
０
４
０

○ 

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル　

☎
０
１
２

０
‐
６
０
１
‐
５
４
０

統
合
失
調
症
の
方
の
暮
ら
し
応

援
セ
ミ
ナ
ー
実
施

▼ 

と
き　

６
月
20
日
・
７
月
４

日
・
７
月
18
日
・
８
月
１
日

（
い
ず
れ
も
水
曜
日
）
13
時

30
分
～
16
時

▼
と
こ
ろ　

大
分
県
こ
こ
ろ
と

か
ら
だ
の
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

そ
の
他

銃
砲
刀
剣
類
登
録
審
査
会

　

「
銃
砲
刀
剣
類
登
録
証
」
が
つ

い
て
い
な
い
古
式
銃
砲
や
刀
剣
類

は
所
持
で
き
な
い
の
で
、
必
ず
県

教
育
委
員
会
の
銃
砲
刀
剣
類
登
録

審
査
会
に
出
向
き
、
登
録
証
の
交

付
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

会
場
に
は
、
現
物
と
発
見
届
出
済

証
・
登
録
手
数
料
（
１
件
６
，
３

０
０
円
）
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

登
録
証
を
紛
失
し
た
場
合
は
、
登

録
証
の
再
交
付
を
受
け
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

▼ 

と
き　

５
月
９
日
・
７
月
11

日
・
９
月
12
日
・
11
月
14
日
・

１
月
９
日
・
３
月
13
日
（
い
ず

れ
も
水
曜
日
）
13
時
～
17
時

▼
と
こ
ろ　

県
庁
別
館
８
階

＊ 

都
合
に
よ
り
会
場
が
変
更
に
な

る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

▼ 

問
合
先　

県
教
育
庁
文
化
課

　

☎
０
９
７
‐
５
３
６
‐
１

１
１
１

使
っ
て
実
感
！
ネ
ッ
ト
で
申
告

「
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
」

　

利
用
開
始
の
手
続
、
利
用
時

間
、
パ
ソ
コ
ン
の
環
境
、
ｅ
‐
Ｔ

ａ
ｘ
ソ
フ
ト
の
操
作
方
法
、
よ
く

あ
る
質
問
な
ど
、
最
新
情
報
に
つ

い
て
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
の

で
、
詳
し
く
は
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
利
用
可
能
な
手
続

○ 

申
告　

所
得
税
、
法
人
税
、
消

費
税
、
酒
税
及
び
印
紙
税

○
納
税　

全
て
の
国
税

○ 

申
請
・
届
出
等　

納
税
証
明
書

の
交
付
請
求
、
各
種
法
定
調

書
、
各
種
異
動
届
出
書
な
ど

▼ 

問
合
先　

別
府
税
務
署
☎
23

‐
２
１
１
１

お
お
い
た
魅
力
企
業
就
職
博

２
０
１
２

　

若
者
の
就
職
を
支
援
す
る
た
め

に
県
が
設
置
し
た
「
ジ
ョ
ブ
カ
フ

ェ
お
お
い
た
」
の
主
催
に
よ
り
、

県
内
企
業
約
20
社
が
一
堂
に
会

す
る
合
同
企
業
説
明
会
を
開
催
し

ま
す
。

▼ 

と
き　

６
月
２
日
（
土
）
13

時
～
16
時

▼
と
こ
ろ　

県
庁
新
館
14
階

▼ 

対
象　

平
成
25
年
３
月
卒
業

予
定
の
学
生
お
よ
び
概
ね
35

歳
未
満
の
一
般
求
職
者

▼ 
問
合
先　

県
総
合
雇
用
推
進

協
会
☎
０
９
７
‐
５
４
８
‐

５
７
７
１

▼ 

対
象　

統
合
失
調
症
治
療
中

の
ご
本
人
で
、
左
記
の
条
件

を
満
た
す
者
。
20
名
程
度
。

　

 

①
全
日
程
へ
の
参
加
が
見
込
め

る
方
。

　

 

②
必
要
時
に
主
催
者
が
関
連
機

関
と
連
絡
を
と
る
こ
と
に
つ

い
て
承
諾
が
得
ら
れ
た
方
。

　
 

③
入
院
中
の
者
に
つ
い
て
は
、

主
治
医
の
許
可
が
得
ら
れ
た

方
。

▼
参
加
費　

無
料

▼
申
込
期
限　

６
月
８
日（
金
）

▼ 

問
合
先　

こ
こ
ろ
と
か
ら
だ

の
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー　

☎

０
９
７
‐
５
４
１
‐
５
２
７

６試
　
験

獣
医
師
採
用
試
験

　

県
職
員
採
用
選
考
を
実
施
し
ま

す
。

▼
募
集
職
種　

獣
医
師

▼
申
込
期
限　

５
月
21
日
（
月
）

▼ 

試
験
日　

６
月
９
日
（
土
）

▼ 

問
合
先　

総
務
部
☎
０
９
７

‐
５
０
６-

２
３
０
５
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消化器科・肛門科・外科・内科
泌尿器科・人工透析・リハビリテーション科

鈴 木 病 院
速 見 郡 日 出 町 3 9 0 4 番 6

TEL㈹ 0977-73-2131

TEL㈹  0977-73-2151
速見郡日出町藤原1691番地1

すずらんクリニック
介護施設すずらん

h t t p：// w w w . s u z u k i - h p . o r . j p

久寿会
医療法人



求
　
人

【
正
社
員
】

●
営
業
８
人
●
現
場
管
理
者
１

人
●
タ
ク
シ
ー
運
転
手
１
人
●

事
務
員
２
人
●
自
動
車
板
金
塗

装
及
び
整
備
１
人
●
現
場
管
理

３
人
●
整
備
工
２
人
●
薬
剤
師

４
人
●
販
売
ス
タ
ッ
フ
１
人
●

電
気
・
電
子
技
術
者
１
人
●
作

業
員
２
人
●
事
務
業
務
１
人
●

介
護
職
７
人
●
（
障
）
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
に
よ
る
機
械
製
図
及
び

情
報
シ
ス
テ
ム
管
理
２
人
●
工

場
責
任
者
１
人
●
葱
・
み
つ
ば

栽
培
員
１
人
●
型
枠
大
工
２
人

●
送
迎
及
び
ホ
テ
ル
内
清
掃
１

人
●
（
障
）
製
造
技
術
１
人
●

看
護
師
（
正
・
准
）
３
人
●
出

荷
下
準
備
１
人
●
貿
易
業
務
２

人
●
医
療
事
務
１
人
●
生
花
配

達
及
び
販
売
１
人
●
訪
問
介
護

員
２
人
●
配
管
工
１
人

【
パ
ー
ト
】

●
生
花
配
達
及
び
販
売
２
人
●

タ
ク
シ
ー
運
転
手
１
人
●
薬
剤

師
２
人
●
販
売
員
７
人
●
介
護

職
員
４
人
●
新
聞
販
売
店
員
１

人
●
調
整
作
業
員
５
人
●
介
護

補
助
１
人
●
イ
ン
テ
リ
ア
美
術
・

造
形
１
人
●
清
掃
員
１
人
●
料

理
飲
食
サ
ー
ビ
ス
５
人
●
調
理

補
助
３
人
●
歯
科
衛
生
士
又
は

助
手
２
人
●
接
客
員
２
人
●
一

般
事
務
１
人
●
看
護
師
（
正
・
准
）

１
人
●
清
掃
業
務
員
２
人
●
訪

問
介
護
員
２
人
●
食
器
片
付
け

２
人
●
ヘ
ル
パ
ー
２
人
●
准
看

護
師
１
人
●
正
看
護
師
１
人

▼ 

問
合
先　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
別

府　

☎
23
‐
８
６
０
９

お
誕
生
お
め
で
と
う

（　

）
内
は
保
護
者
名
・
地
区
名

宮
崎　

敢か
ん

太た

（
秀
行　

太
田
）

藤
田　

凛り

音お
ん（

将
人　

是
城
）

中
尾　

和か
ず

音と

（
栄
治　

中
の
二
）

杉
本　

悠ゆ
う

真ま

（
周
一　

中
の
二
）

竹
村　

陽は
る

菜な

（
裕
幸　

団
地
南
）

新
納　

彩さ
や

花か

（
顯
人　

団
地
北
）

森
永　

結ゆ
う

真ま

（
敬
一　

日
出
本
町
）

青
柳
心こ

優ゆ

紀き

（
哲
也　

上
仁
王
）

伊
藤　

太た
い

雅が

（
穂
高　

東
仁
王
）

青
柳　

唯ゆ
い　
（
勉　
　

東
仁
王
）

廣
見　

優ゆ
う

花か

（
正
義　

東
仁
王
）

元
島　

拓た
く

海み

（
慎
介　

南
部
）

梅
木　

晴は
る

仁と

（
良
仁　

南
部
）

光
永　

玲れ
い

士し

（
広
和　

南
部
）

髙
井　

凰お
う

雅が

（
雅
朋　

成
行
）

甲
斐　

妃ひ
ま
り莉（

隆
博　

北
大
神
）

阿
南　

真ま

央お

（
憲
治　

三
尺
山
）

本
林　

夏な
つ

海み

（
優
司　

高
尾
）

戸
田　

叶か
の
あ愛（
卓
也　

牧
の
内
）

佐
藤　

渉
わ
た
る　
（
典
昭　

八
代
）

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

　

（　

）
内
は
行
年
・
地
区
名

生
野　

巖　
　
（
88　

是
城
）

村
井　

昭
男　
（
79　

長
野
）

荷
宮　

正
記　
（
89　

中
の
二
）

桂
木
ケ
イ
子　
（
81　

西
の
一
）

川
野　

勝
美　
（
87　

西
区
）

矢
守
精
次
郎　
（
80　

仲
町
）

村
上　

征
生　
（
72　

仲
町
）

宮
村
ユ
キ
エ　
（
82　

佐
尾
）

竹
村　

隆
人　
（
86　

佐
尾
）

稲
津
十
三
男　
（
87　

東
仁
王
）

齊
藤
千
代
子　
（
94　

日
出
団
地
）

河
野
ア
ヤ
子　
（
89　

東
部
）

室
川
ハ
ル
ヱ　
（
96　

辻
の
尾
）

伊
藤　

仁
六　
（
93　

平
原
）

越
智　

俊
一　
（
56　

内
野
）

城　

オ
ト
メ　
（
94　

後
村
）

江
口　

善
人　
（
65　

大
神
中
央
）

北
野　

次
江　
（
69　

港
）

阿
南
ツ
ヤ
ノ　
（
97　

軒
の
井
）

道
西　

清　
　
（
86　

照
川
）

渡
邉　

則
利　
（
71　

真
那
井
）

＊
以
上
３
月
届
出
分
（
敬
称
略
）

●日出 6 号雨水幹線布設工事
　日出本町地区の町道堀南浜線に雨水幹線
布設工事を行います。
●問合先 契約検査室 ☎７３－３１１７

３月発注分の公共工事を
報告します。

●万願寺大峯線　全面通行止め
　川崎橋付近の万願寺交差点より川崎小学
校に向かう町道が全面通行止めになります。
●期間　5 月上旬～ 7 月末
●問合先　大分県別府土木事務所道路課

☎６７－０２１４

通行止めのお知らせ
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日出中央医院
診療
科目

内科  外科 (ペインクリニック）

院長 佐登 宣仁 顧問 大西韶治
入院施設有

夜間診療・訪問診療有 0977-72-25341

診療時 間 月 火 水 木 金 土 日／祝
午前9:00～12:00
午後2:00～ 5:30
夜間5:30～ 7:00

○
○
／

○
○
○

○
往診
／

○
○
／

○
○
／

○
4:00
／

／
／
／

胃腸内科  疼痛緩和内科  麻酔科
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M
ay

日出町の人のうごき

（　）内は前月比
      　内は昨年４月１日比

人　 口 28,643 （＋ 7） ＋ 33
　　　 男 13,729 （＋ 15） ＋ 50
　　　 女 14,914 （－ 8） － 17

世帯数 11,622 （＋ 48） ＋ 174

南端
豊岡
日出
藤原
川崎
大神

（＋ 2）
（＋ 16）
（＋ 8）
（－ 9）
（－ 20）
（－ 10）

320
7,252
5,870
3,863
5,889
5,449

平成24年4月1日現在の
    住民基本台帳の登録人口
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杉安　正徳さん (54)
日出中学校校長

　今年４月、杉安正徳校長は別府

市の中学校での勤務を経て、20

年以上勤務していた地元、日出

中学校に校長として３年ぶりに

戻ってきました。

　今まで培ってきたものと、自分

自身が町外の学校で受け止めた

新しい風を伝えたいと笑顔で語

ります。

　全クラスに掲示された今年度

のキーワード『プラス１』。現状に

満足せず、今よりも１つ上のラン

クを目指そうというものです。

「難しく考えることはなく、今自

分ができることより少し目標を

高くすればいいんです」。

　生徒だけではなく、校長自身の

目標も揚げています。校長室にプ

ラス１の文字を貼り、毎朝「今日

１日で何が出来るか？」、「１週間

で何が出来るか？」を考えます。

　「今週は、廊下に花を置いてみ

ました」。100m ほどの長い廊下、

走る生徒が多かったため落ち着

いて生活して欲しいという思い

から植木鉢の設置を思いついた

そうです。

　杉安校長の今年度のプラス１

は「学力向上」。日出中学校では、

『授業に真剣に取り組む生徒／立

ち止まって挨拶ができる生徒／

無言清掃の徹底』など、全部で７

つの最重点目標を掲げました。い

ずれも「できる＋α」が求められ

る内容です。

　目標を意識することで、生徒自

身が落ち着いた学習環境を整え

ることができると言います。

　質問に訪れやすい職員室の雰

囲気づくりや朝学習の時間を十

分に取る仕組みなど、教職員も一

丸となって学力向上に取り組み

ます。

　全校生徒 677 人と生徒数が多

く、教職員が生徒１人ひとりと

接する時間がどうしても少なく

なってしまう。

　朝の打ち合わせの時間を見直

すなど、教職員が１分でも生徒と

接する時間を増やし、生徒の小さ

な変化に気付いて、早めの対応を

取れるようにしたいとも言いま

す。

　また、「学校だより」や学校のＨ

Ｐなどを通じて校内での出来事

を知ってもらい、保護者の皆さん

にも教育について考えてもらえ

る機会を作っていきたいと語っ

てくれました。

自分を奮い立たせてプラス１の挑戦

「最初に植木鉢を倒した人は、先生でも校長室へ招待します」と杉安校長


